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【
こ
こ
に
し
か
な
い
日
本
遺
産
】

　

私
た
ち
の
先
人
が
大
切
に
守
り
伝
え
て
き

た
鶴
岡
の
文
化
遺
産
。
平
成
二
十
八
年
四
月

に
認
定
さ
れ
た
〝
出
羽
三
山
～
生
ま
れ
か
わ

り
の
旅
～
〟
に
続
き
、
鶴
岡
の
絹
（
シ
ル

ク
）
の
歴
史
的
な
価
値
や
魅
力
に
基
づ
く
ス

ト
ー
リ
ー
が
認
め
ら
れ
、
今
年
の
四
月
に

「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク　

日
本
近
代

化
の
原
風
景
に
出
会
う
ま
ち
鶴
岡
へ
」
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
の
出
羽
三
山
と
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か

り
の
シ
ル
ク
。
複
数
の
日
本
遺
産
が
存
在
す

る
都
市
は
国
内
で
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

は
鶴
岡
な
ら
で
は
の
貴
重
な
文
化
・
歴
史
資

源
な
の
で
す
。

インタビューを交えて紹介します。

サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク

多
層
民
家
の
里

　
～
田
麦
俣
～

●
養
蚕
と
暮
ら
し
を
兼
ね
た
家

　

田
麦
俣
地
区
に
あ
る
四
層
構
造
の
多

層
民
家
。
豪
雪
地
帯
で
の
山
村
生
活
と
、

な
り
わ
い
で
あ
る
養
蚕
を
一
つ
の
建
物

で
行
う
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

●
養
蚕
作
業
の
効
率
を
高
め
る
工
夫

　

養
蚕
は
三
層
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

採
光
と
通
風
に
よ
っ
て
養
蚕
作
業
の
効

率
を
高
め
る
た
め
「
高
は
っ
ぽ
う
」
と

呼
ば
れ
る
高
窓
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
窓
の
あ
る
建
物
の
姿
が
か
ぶ
と
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
か
ぶ
と
造
り
」

と
呼
ば
れ
、
美
し
さ
と
風
格
を
兼
ね
備

え
た
多
層
民
家
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

【主な構成文化財】
●旧遠藤家住宅（県指定有形文化財）

祝

鶴岡市に
二つ目の

日本遺産が誕生

●問合せ　本所政策企画課☎25‐2111内線526

～サムライゆかりのシルク
　日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡へ～

【主な構成文化財】
●松ヶ岡開墾場（国指定史跡）
●松ヶ岡開墾士住宅（市指定有形文化財）

●
ジ
ャ
パ
ン
シ
ル
ク
源
流
の
地

　

絹
産
業
は
明
治
以
降
の
日
本
の
近
代

化
を
産
業
面
か
ら
け
ん
引
し
ま
し
た
。

旧
庄
内
藩
士
約
三
千
人
が
原
生
林
を
開

拓
し
、
国
内
最
大
規
模
の
十
棟
の
大
蚕

室
が
建
設
さ
れ
た
松
ヶ
岡
開
墾
場
は
、

明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
「
ジ
ャ
パ
ン
シ
ル
ク
源
流
の
地
」
と

言
え
ま
す
。

●
生
き
た
業
と
し
て
の
絹
産
業

　

明
治
時
代
以
降
に
開
墾
さ
れ
た
多
く

の
開
墾
地
は
、
そ
の
後
、
農
山
村
集
落

へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
こ
の

松
ケ
岡
地
区
は
違
う
歴
史
を
た
ど
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
開
墾
当
時
の
施
設
や
開

墾
地
、
経
営
方
針
な
ど
当
時
の
形
態
を

現
在
ま
で
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
で
、

日
本
開
拓
史
上
極
め
て
貴
重
な
例
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
墾
場
綱
領
に
あ
る
「
徳
義
を
本
と

し
て
産
業
を
興
し
て
国
家
に
報
じ
、
以

っ
て
天
下
に
模
範
た
ら
ん
と
す
」
の
教

え
が
守
り
続
け
ら
れ
、
養
蚕
か
ら
製
糸
、

製
織
、
精
練
、
捺
染
ま
で
の
絹
製
品
生

産
の
一
貫
工
程
が
「
生
き
た
業
」
と
し

て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
生
き
た
業
〟
の
産
業
観
光
地

　
～
松
ヶ
岡
開
墾
場
～

サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
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【
鶴
岡
の
絹
。
そ
の
価
値
】

　

鶴
岡
の
絹
の
歴
史
は
明
治
五
年
の
松
ケ
岡

地
区
開
墾
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
十
年
に
松

ヶ
岡
開
墾
場
内
で
国
内
最
大
の
大
蚕
室
群
が

整
備
さ
れ
、
絹
産
業
の
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
絹
産
業
は
大
き
く
飛
躍
。
鶴
岡
を

中
心
に
多
く
の
人
た
ち
が
絹
産
業
に
従
事
し
、

一
大
産
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

百
数
十
年
を
経
た
今
で
も
、
本
市
を
含
む

庄
内
地
域
は
絹
産
地
の
北
限
で
、
生
産
工
程

が
全
て
そ
ろ
う
全
国
で
唯
一
の
地
域
で
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
絹
産
業
に
関
わ
る
歴
史
的

建
造
物
が
大
切
に
保
存
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
の
絹
産
業
と
伝
統
文
化
を
守
り
な
が

ら
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
「
鶴
岡
シ

ル
ク
タ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
絹

の
新
し
い
価
値
や
創
造
性
あ
ふ
れ
る
産
業
の

創
出
に
向
け
、
住
民
、
地
域
、
行
政
が
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
副
産
物
の

「
キ
ビ
ソ
」
を
活
用
し
た
製
品
は
「
ｋ
ｉ
ｂ

ｉ
ｓ
ｏ
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
国
内
外
で
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

【
二
つ
の
日
本
遺
産
を
生
か
す
】

　

今
後
、
鶴
岡
の
二
つ
の
日
本
遺
産
を
体
感

し
よ
う
と
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
、
食
と
農
の

景
勝
地
の
取
り
組
み
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

来
訪
者
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
効
果
的
な
情
報
発
信
や
受
入
れ
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日本遺産に認定された「サムライゆかりのシルク　日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡へ」を

近
代
化
の
原
風
景

　
～
商
業
・
産
業
の
近
代
化
遺
産
群
～

サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク

【主な構成文化財】
●旧風間家住宅　丙申堂（国指定重要文化財）
●風間家旧宅　表門・西側板塀（各国登録有形文化財）
●風間家旧別邸　無量光苑釈迦堂・土蔵・表門・中門・
　北門・板塀（各国登録
　有形文化財）
●旧渋谷家住宅（国指定
　重要文化財）
●旧西田川郡役所（国指
　定重要文化財）
●旧致道館（国指定史跡）

●
絹
産
業
の
発
展
を
支
え
た
風
間
家

　

鶴
岡
の
絹
産
業
振
興
に
力
を
注
い
だ

人
た
ち
。
そ
の
中
に
は
旧
庄
内
藩
の
御

用
商
人
と
し
て
発
展
し
、
鶴
岡
一
の
豪

商
と
な
っ
た
風
間
家
が
い
ま
す
。
七
代

当
主
の
風
間
幸
右
衛
門
は
住
居
と
営
業

の
拠
点
と
し
て
明
治
二
十
九
年
に
丙
申

堂
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

二
百
年
前
の
武
家
門
や
、
約
四
万
個

の
石
が
置
か
れ
た
石
置
屋
根
が
特
徴
で
、

母
屋
と
四
つ
の
蔵
な
ど
豪
商
の
繁
栄
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

●
面
影
が
残
る
歴
史
的
建
造
物

　

致
道
博
物
館
に
は
多
層
民
家
や
桑
園

整
備
へ
の
資
金
貸
付
け
、
養
蚕
指
導
が

行
わ
れ
て
い
た
旧
西
田
川
郡
役
所
が
移

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
新
海

町
に
立
地
す
る
絹
織
物
の
精
練
を
行
っ

て
い
る
会
社
で
は
、
明
治
三
十
九
年
に

建
設
さ
れ
た
工
場
と
昭
和
初
期
に
建
て

ら
れ
た
事
務
所
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
内
に
は
絹
産
業
が
盛

ん
だ
っ
た
当
時
の
姿
を
今
に
伝
え
る
建

造
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

●鶴岡の誇れる文化を未来へ織り続ける
　明治の頃、シルクは地域活性化を担う先端産業でした。庄内で
は先人先輩をはじめ、現在に至るまで多くの方々が関わり、絹産
業の発展に努めました。これまでの多くの人たちの努力がこのた
びの日本遺産認定に結び付いたこと、本当にうれしく思います。
これからは、鶴岡シルクをいかし、文化や産業・観光など多方面
から新たな可能性が広がることを期待します。
　先に認定された日本遺産の出羽三山とあわせて、「サムライゆ
かりのシルク」が多彩な文化が織りなす鶴岡の魅力として国内外
へ発信され、各地から大勢の皆様が鶴岡においでいただくことを
心から歓迎いたします。致道博物館　館長

松ヶ岡開墾場　総長 酒井忠久 氏


